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デジタル庁
Chief Cloud Officer 山本教仁

外資系ITベンダーにてインフラ系デリバリーエンジニア、
プリセールスアーキテクトを経て、2013年より

クラウドサービスプロバイダーにてコンサルティング
組織を立ち上げ

2020年4月に内閣官房政府CIO補佐官に着任
2021年9月のデジタル庁発足と同時に
デジタル庁クラウドアーキテクトに就任
2023年1月よりガバメントクラウドのリード
2023年10月よりChief Cloud Officer
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ガバメントクラウドについて
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デジタル庁発足

ガバメントクラウド整備

開始

いくつかの国・地方の

団体がシステム移行を

開始する

国・地方の800以上の

システムが移行を始める

クラウドスマートの原則

2021年9月 2023年4月 2024年4月

デジタル庁が整備するガバメントクラウドは、中央政府や地方公共団体、準
公共分野向けのデジタル施策推進のための共通のクラウドサービス利用環境

クラウドサービスの利点を最大限に活用して、迅速、柔軟、かつセキュアで
コスト効率の高いシステムの実現を目指す
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行政サービスのデジタル化推進のため整備する共通機能や共通基盤

ガバメントクラウドが目指す方向

「「デジタル社会の実現に向けた重点計画」の改定に向けて」より

良いサービスを支える「共通機能」の整備・展開
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行政サービスのデジタル化推進のため整備する共通SaaSの基盤

ガバメントクラウドが目指す方向

基本方針を通じた国・地方デジタル共通基盤の整備・運用の推進

「デジタル行財政改革のこれまでの取組等について」より



ガバメントクラウドの概要
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CSP1 CSP2

・・・

ガバメントクラウド

管理領域

利用システム領域

GCAS

本人確認

認証

環境申請

ガイド

ヘルプデスク

ダッシュボード

管理
プログラム

管理
プログラム

独立した
環境

独立した
環境 ・・・

独立した
環境

独立した
環境 ・・・

拠点

ネットワーク

システム システム システム システム

システムごとに、ネットワーク的にも管理系も独立した環境を提供
独立した環境内は、利用システム側が、構築、運用、管理
利用システムの管理者は、GCAS *を使って、ガバメントクラウドの環境申請が可能

* GCAS：ガバメントクラウド
支援サービス



ガバメントクラウド移行の現状課題
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拠点 DC

割当スペース

標準20業務用
ラック群

その他システム用
ラック群

共通システム用
ラック群

ネットワーク

ガバメントクラウド

CSP1

標準20業務中
10システム

CSP2

標準20業務中
10システム

クラウド接続
ネットワーク

DC関連費用

ハード／ソフト費用

DC関連費用

ネットワーク費用

ハード／ソフト費用

運用費用

業務パッケージ費用

クラウド利用料

クラウドインフラ運用費用

クラウドネットワーク費用

既存に残る費用

クラウドに関する
費用

LAN

移行

移行

ガバメントクラウド移行の構成イメージ ガバメントクラウド移行のコスト構造例

標準20業務だけの移行では、既存の共通システム（運用管理系）やネット
ワークはそのまま残り、コスト増の傾向がある

現状 標準20業務移行後

ネットワーク費用

業務パッケージ費用

運用費用



ガバメントクラウドのコストの問題への対処案
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インフラ系のコストは全体の10%-30%以下
「コストが上がる」「高い」というのはどの部分を指しているかまずは確認が必要

全体の20%のインフラ部分が2倍になっても全体からすると2割増

1

業務パッケージ費用が高くなっている場合は別のアプローチが必要

1.クラウドの運用管理は（純増となったとしても）コストを抑える工夫ができる
• 運用管理系はマネージドサービスに置き換えればコストを抑えられる
• 各CSPの監視機能は基本的な機能は無料で、カスタムの監視やダッシュボード機能を加えても月数万円〜十数万円

2.ネットワーク費用もコストを抑える工夫はできる
• 100Mbpsの帯域で冗長化したものでおおよそ年間600万円〜700万円（以下）
• 既存回線を流用できればさらに大幅にコストが下がる

2

何が高くなっているのか要確認

既存の2倍以上になる場合は比較対象が異なる可能性が高い

クラウド部分は「ガバメントクラウドの適切な利用によるコスト最適化のアプローチガイド」を参照

クラウド接続ネットワークについても後述

純増に見えるところも工夫できる



「ガバメントクラウドの適切な利用によるコスト最適化のアプローチガイド」の紹介
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「ガバメントクラウドの適切な利用によるコスト最適化のアプローチガイ
ド」は、アプリケーションのモダン化を前提と”しない”、アプリケーション
の改修を最小限にしたクラウド移行でも使えるコスト削減ノウハウ集

運用系でマネージドサービスやクラウド機能を使う
 

バックアップサーバを立てず、クラウドのストレージ
サービスやデータベースサービスのバックアップ機能を
使うと、たとえば、AWS EBS Snapshot機能の場合、1TBの
ストレージ領域のうち50%を使用しており毎日10GBの更
新があるストレージを毎日バックアップすると、年額7万
2,000円。

使用しないときは可能なかぎり停止する

検証環境を、平日12時間の利用で土日は停止可能だと
すると、(12時間x5日)÷7日で64%削減が可能。
月に10日間（2週間）、日中16時間しか稼働しない場
合は、78%のコスト削減。

例① 例②

純増と見えるところがそれほど大きなコスト増にならないよう工夫可能

クラウド利用料自体の圧縮も可能

さらには、クラウド運用負荷（コスト）も下げることができる



クラウド接続パッケージメニュー

クラウド接続パッケージの紹介
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地方公共団体A
拠点

既存WAN ガバメントクラウド
接続サービス

接続ゲートウェイ

クラウド環境

GMCN

ガバメントクラウド

仮想ネットワーク

ゲートウェイ

クラウド環境

仮想ネットワーク

クラウド環境

仮想ネットワーク

接続ゲートウェイ

ゲートウェイ

接続ゲートウェイ

ゲートウェイ

ガバメントクラウド
接続サービス

閉域接続
サービス

閉域接続
サービス

閉域接続
サービス

地方公共団体B
拠点

R

R

クラウド環境

仮想ネットワーク

ネットワーク
運用管理補助

クラウド接続サービス

各社からクラウド接続パッケージメニューが出てきており、これを活用できる
デジタル庁としても、ガバメントクラウド内の複数クラウドサービス間を接続するGMCNを準備中
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